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謹啓 貴社におかれましては益々ご清栄のこととお慶び申し上げます。 

さて、この度、2015 年（平成 27 年）9 月 11 日（金）～12 日（土）の 2 日間、国立京都

国際会館におきまして、第 21回日本摂食嚥下リハビリテーション学会学術大会を開催させ

ていただく運びとなり、事務局一同鋭意準備を進めているところでございます。 

年に一度のこの学術大会は、摂食嚥下に携わる様々な分野の職種の会員が一堂に会し、

日頃の研究・診療・教育の成果を発表するとともに、摂食嚥下リハビリテーションに関す

る最新の知識と情報を交換・発信する場であり、臨床研究および治療開発を通して、わが

国の摂食嚥下リハビリテーションの発展と、人類の健康と福祉の向上に貢献することを目

的として開催してまいりました。 

本学会は、本年 20周年を迎えました。この間、多くの先達の方々のご努力とご功績の中

で、日本に摂食嚥下リハが広く定着し、発展してきました。この多くの先達の方々のご功

績を礎にして、これから更なる発展を期し、第 21回学術大会を企画・運営して参りたいと

思い、今回のテーマは、『広がりゆくリハビリテーションニーズの中で摂食嚥下を考える』

といたしました。ご存知のとおり、リハビリテーションは、小児から高齢者までのあらゆ

る年齢層に及び、多種多様の疾患や外傷がもたらす様々な障害、教育・医療・職業など社

会の多くの分野との関連と非常に幅の広い守備範囲を担っております。その中で、多くの

新しいニーズが生まれてきております。私たちはそれらに対して、臆することなく積極的

に、果敢に挑んでいかなくてはならないと考えております。このように広がりゆくリハビ

リテーションニーズの中で、摂食嚥下をもう一度考え、リハビリテーションを担っている

すべての方々がもつ「リハビリテーション・マインド」で摂食嚥下、そしてそれぞれの役

割を再考する機会になればと今回のテーマを掲げました。 

 本学会は多くの関連職種が参加いたします。参加者と企業の皆様との接点の多い会場レ

イアウトやプログラム構成、学術展示と企業展示の一体化などに工夫を凝らした企画を進

めてきております。共催セミナーの座長、演者につきましても可能な限り共催企業の意向

をふまえた内容にしたいと考えております。 

 本学会の運営につきましては、可能な限り節約をし、簡素、質素を旨といたす所存でご

ざいます。しかしながら、参加費のみで運営するには限度があり、本会の内容を充実させ、

その成果をより大きなものとするために、是非各方面からのご支援を賜りたいと存じます。 

 つきましては、本学会の趣旨にご賛同いただき、是非とも本学会遂行のために格別のご高

配を賜りたくお願い申し上げます。 

末筆ながら貴社の今後ますますのご発展を心よりお祈り申し上げます。 

謹白 

第 21 回日本摂食嚥下リハビリテーション学会学術大会 

大会長 水間 正澄 
昭和大学医学部リハビリテーション医学講座 教授 

 



開 催 概 要 
 

1. 会議の名称 

第 21回日本摂食嚥下リハビリテーション学会学術大会 

 

2. 会議の目的と開催意義 

日本摂食嚥下リハビリテーション学会は、摂食嚥下リハビリテーション学の研究、教育、

臨床、普及、促進を図り、摂食嚥下の機能低下の予防、摂食嚥下障害者の機能回復、さら

には一般市民の健康維持、向上に貢献し、もって国民の健康と福祉の増進に寄与すること

を目的として活動しております。 

 

3. 主催機関等の名称 

大会長：水間 正澄  

昭和大学医学部リハビリテーション医学講座 教授    

 

4. 会期・会場 

2015 年（平成 27 年）9月 11 日（金）・12日（土） 

国立京都国際会館・グランドプリンスホテル京都 

  

5. 開催計画の概要 

1 日目：開会式、招待講演、教育講演、シンポジウム、パネルディスカッション 

一般演題（口演・ポスター）、ランチョンセミナー 他 

2 日目：会員報告会、招待講演、教育講演、シンポジウム、パネルディスカッション 

一般演題（口演・ポスター）、モーニングセミナー、ランチョンセミナー 他 

 

6. 参加予定数 

約 4,300 名 

 

7. 問合せ先 

＜主催事務局＞ 

昭和大学医学部リハビリテーション医学講座 

〒142-8555 東京都品川区旗の台 1-5-8  

TEL: 03-3784-8782 FAX: 03-3784-2188  

E-mail: jsdr2015@showa-reha.org 

 

＜運営事務局＞ 

株式会社コングレ内  

〒102-8481 東京都千代田区麹町 5-1 弘済会館ビル 

TEL：03-5216-5318 FAX：03-5216-5552 

E-mail: jsdr2015@congre.co.jp 

 



8. 募集要項 

バナー広告掲載料金        \108,000（1 スペースあたり）  

 

【掲載場所】 

第 21回日本摂食嚥下リハビリテーション学会学術大会 ホームページ内 

TOP ページに掲載 

http://www.congre.co.jp/jsdr2015/ 

※掲載箇所についての決定は、大会長にご一任くださいますようお願いいたします 

 

【募集数】  

6 社 

 

9.  申込締切    

申込み受付後から随時掲載いたします。 

 

10. 広告仕様 

バナー広告データは貴社でご準備ください。 

その際、以下の仕様を満たすようにご留意ください。 

 

・データ形式  GIF 形式 もしくは、JPEG 形式 

           アニメーション GIF、FLASH バナーの掲載も可能です。  

・サイズ   W230 pixel × H60 pixel 

 

 

11. 支払方法 

広告掲載申込書到着後、広告掲載費の請求書を発行いたしますので、1ヶ月以内に 

指定口座にお振り込みください。 

 

12. 申込み・お問合せ先 

＜主催事務局＞ 

昭和大学医学部リハビリテーション医学講座 

〒142-8555 東京都品川区旗の台 1-5-8  

TEL: 03-3784-8782 FAX: 03-3784-2188  

E-mail: jsdr2015@showa-reha.org 

 

＜運営事務局＞ 

株式会社コングレ内  

〒102-8481 東京都千代田区麹町 5-1 弘済会館ビル 

TEL：03-5216-5318 FAX：03-5216-5552 

E-mail: jsdr2015@congre.co.jp 



  

第 21回日本摂食嚥下リハビリテーション学会学術大会 

バナー広告掲載申込書 

 

提出先 

お問合せ先 

第 21 回日本摂食嚥下リハビリテーション学会学術大会  

運営事務局 

〒102-8481 東京都千代田区麹町 5-１ 弘済会館ビル 

株式会社コングレ  

TEL:03-5216-5318/FAX:03-5216-5552  

E-mail: jsdr2015@congre.co.jp 

申込期限 

 

随時 

 

平成    年  月   日 

貴社名： 

所在地：〒 

 

部署： 担当者： 

TEL： FAX： 

E－mail：                     @ 

 

掲載ご希望スペース数：  

 

（    ）スペース    ×    108,000 円  ＝申込金額：                円 

 

広告原稿について 

 

 バナー原稿：  □ 送付予定（  月  日頃）   

 

   □ 送付済 

 

バナーリンク先 URL ※楷書で分かりやすくお書きください 

 

 

 http://          

 

バナー広告掲載に関して貴社のご希望などがあれば記載ください。 

 

 


